
平成２８年度普通交付税等（大分県市町村分）の概要

１ 平成２８年度普通交付税決定額及び臨時財政対策債発行可能額

○普通交付税決定額 １，２５８億円（対前年度 ▲５３億円、▲ ４．０％）

○臨時財政対策債発行可能額 １６５億円（対前年度 ▲４２億円、▲２０．５％）

２ 主な増減内容

合併から１０年が経過し合併算定替による割増額の縮減が、今年度から合併団体すべて
において適用
・H27開始 ８団体 本年度3割縮減（大分市、中津市、日田市、佐伯市、臼杵市、

豊後高田市、宇佐市、豊後大野市）
・H28開始 ４団体 本年度1割縮減（竹田市、杵築市、由布市、国東市）
（H28縮減額合計 33億円 H27縮減額 13億円）

【行政区域の広域化を反映した算定】

合併により市町村の面積が拡大する等市町村の姿が大きく変化したことを踏まえ、２６年
度から支所経費など、単位費用の見直しや人口密度等による需要の割増しが行われ、合
併算定替の終了後も上乗せされていた額の７割程度が確保される見込み
《本年度算定：本来縮減額５７億円に対して、縮減額３３億円 → ２４億円の復元》

※本県の取組経過※

平成２４年：「合併市における普通交付税の算定方法等を考える研究会」
大分県と県内合併１２市とで設立、調査研究実施

平成２５年：国や政党などへの提言・要望活動
平成２６年：国が見直しの方向性を示す → ２６年度算定から加算

①国勢調査人口の置替え（人口減少率 大分▲2.5% 全国平均▲0.7%） ▲ ８億円
・H22からH27国調人口（▲29,800人）へ置替えたことによる影響額 ▲４０億円

・地域振興費（人口）の人口急減補正の拡充などによる復元額 ＋３２億円
②トップランナー方式 ▲ ４億円
歳出効率化に向けた業務改革で他団体のモデルとなるようなものを基準財政需要額の算

定に反映（２８年度から段階的に３～５年で実施）
③基準財政収入額の徴収率の見直し ▲ ３億円

市町村民税所得割など６税目において、全国の平均的な徴収率から上位３分の１の自治
体が達成している徴収率に引き上げ（２８年度から段階的に５カ年で実施）

地方の喫緊の課題に対応するため地方財政計画の歳出に計上した「重点課題対応分」
（全国２，５００億円）に対応するため関係費目で算定
自治体情報システム、高齢者生活支援等、森林吸収源対策等

○合併算定替割増額の縮減による減 ▲２０億円

○算定方法の見直しによる減 ▲１５億円

平成２８年７月２６日
大分県総務部市町村振興課税政班 相本・上田
０９７－５０６－２４２０

○重点課題対応分（新規） ＋２２億円

本年度縮減額が２４億円復元
（大分県の要望活動の成果）



参 考
平成２８年度普通交付税等（大分県市町村分）について

１ 平成２８年度普通交付税大綱 （平成２８年７月２６日(火)閣議報告、決定）

普通交付税決定額（財源不足団体）

総 額 １５兆６，９８３億円(対前年度比 ▲０．３％）

市町村分 ７兆１，３９０億円(対前年度比 ▲３．３％）

＜参考＞ 平成２８年度地方財政計画(通常収支分)

地方交付税 １６兆７，００３億円(対前年度比 ▲０．３％)

（うち普通交付税 １５兆６，９８３億円(対前年度比 ▲０．３％)）

２ 大分県市町村分の状況

（１）平成２８年度普通交付税決定額及び臨時財政対策債発行可能額

ア 総額（別紙１）

○ 普通交付税決定額は１，２５８億円で、前年度と比較して５３億円の減

増減率は▲４．０％（全国市町村▲３．３％）となっている。

○ 臨時財政対策債発行可能額は１６５億円で、前年度と比較して４２億円の減

増減率は▲２０．５％（全国市町村▲１６．３％）となっている。

（単位：億円、％）

28年度 27年度 増減額 増減率

（当初算定）

A B A-B  C C/B (財源不足団体）

市　計 1,172 1,221 ▲50 ▲4.1

町村計 86 89 ▲3 ▲3.6

県　計 1,258 1,311 ▲53 ▲4.0 ▲3.3

市　計 157 197 ▲40 ▲20.5

町村計 8 10 ▲2 ▲21.4

県　計 165 207 ▲42 ▲20.5 ▲16.3

市　計 1,329 1,418 ▲90 ▲6.3

町村計 94 99 ▲5 ▲5.4

県　計 1,422 1,518 ▲95 ▲6.3 －

（注）　表示単位未満を四捨五入しているため、県計等が一致しない場合がある。 

合計

区　　　分

普通交付
税決定額

臨時財政
対策債発
行可能額

全国市町村
増減率

-1-



イ 市町村別（別紙１）

○ 基準財政需要額は、重点課題対応分の増があったものの、地域経済・雇用対策費の減

や包括算定経費の単位費用の減などによる減少となり、基準財政収入額は、地方消費税

率引上げの平年度化による地方消費税交付金の増などにより大幅に増加したため、普通

交付税決定額は前年度に比べ減少した。

なお、昭和５７年度以来、３５年連続で全１８団体が交付団体となっている。

普通交付税決定額

対前年度 団 体 数

増加 ２ 団体

減少 １６ 団体

○ 増減の主な団体 （単位：百万円、％）

28年度 対前年度

市町村名 普通交付 主 な 理 由

税 額 増減率 増減額

姫 島 村 1,186 1.3 15 地域振興費(人口)の増

日 田 市 11,646 0.1 15 社会福祉費の増、地域振興費（人口）の増、

市町村民税の減

日 出 町 2,122 ▲9.1 ▲212 地域振興費（人口）の減、地域経済・雇用

対策費の減、地方消費税交付金の増

大 分 市 8,906 ▲6.5 ▲623 包括算定経費の減、地域経済・雇用対策費

の減、地方消費税交付金の増

佐 伯 市 16,820 ▲6.0 ▲1,076 合併算定替の縮減、地域経済・雇用対策費

の減、地方消費税交付金の増

ウ 合併算定替（別紙２）

○ 合併算定替適用団体の普通交付税決定額の合計は１，０６２億円で、一本算定と比較

すると１０７億円の増（１１．２％）となっている。

○ なお、平成１６年度に合併した８団体（大分市、中津市、日田市、佐伯市、臼杵市、

豊後高田市、宇佐市、豊後大野市）は３割、平成１７年度に合併した４団体（竹田市、

杵築市、由布市、国東市）は１割、合併算定替による割増額の縮減が行われている。

（縮減額合計 ３３億円）

【市町村合併による行政区域広域化を反映した算定】

平成の合併により、市町村の面積が拡大する等市町村の姿が大きく変化したことを踏

まえ、２６年度からの支所経費、２７年度からの消防費及び清掃費に加えて、本年度か

ら保健衛生費などについて、単位費用の見直しや人口密度等による需要の割増し等が行

われた。

この算定により、縮減額が２４億円復元している。

※平成２４年９月、「合併市における普通交付税の算定方法等を考える研究会」を県と

合併１２市とで設立し、調査研究を行い、２５年に国・政党等へ提言要望活動を実施

この要望等を受け、国が平成２６年、見直しの方向性を示し、最終的に縮減額の７割

程度が復元される見込みとなった。
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（２）平成２８年度基準財政需要額及び基準財政収入額

○ 基準財政需要額は２，６０９億円で、対前年度で１５億円の減、減少率は０．６％

（全国市町村０．４％増）となっている。

○ 基準財政収入額は１，３４９億円で、対前年度で３８億円の増、増加率は２．９％

（全国市町村２．３％増）となっている。

（単位：億円、％）

28年度 27年度 増減額 増減率 全国市町村

(当初算定) 増減率

A B A-B  C C/B (財源不足団体)

市　計 1,829 1,831 ▲ 2 ▲ 0.1

a 町村計 101 101 ▲ 0 ▲ 0.5

県　計 1,930 1,933 ▲ 3 ▲ 0.1

市　計 322 339 ▲ 18 ▲ 5.2

b 町村計 22 23 ▲ 1 ▲ 4.8

県　計 343 362 ▲ 19 ▲ 5.2

市　計 22 39 ▲ 17 ▲ 43.4

c 町村計 1 3 ▲ 1 ▲ 44.4

県　計 24 42 ▲ 18 ▲ 43.5

市　計 34 35 ▲ 2 ▲ 4.5

d 町村計 2 2 ▲ 0 ▲ 15.4

県　計 35 37 ▲ 2 ▲ 5.2

市　計 39 40 ▲ 1 ▲ 1.3

e 町村計 5 5 0 0.8

県　計 44 45 ▲ 0 ▲ 1.1

市　計 95 114 ▲ 19 ▲ 16.8

町村計 8 10 ▲ 1 ▲ 14.6

県　計 104 124 ▲ 21 ▲ 16.7

市　計 2,246 2,285 ▲ 39 ▲ 1.7

f 町村計 131 134 ▲ 3 ▲ 2.3

（公債費以外の経費） 県　計 2,377 2,419 ▲ 42 ▲ 1.7

市　計 410 406 4 1.0

g 町村計 19 19 0 2.6

県　計 429 425 5 1.1 0.1

市　計 157 197 ▲ 40 ▲ 20.5

h 町村計 8 10 ▲ 2 ▲ 21.4

県　計 165 207 ▲ 42 ▲ 20.5 ▲ 16.3

市　計 33 13 20 152.0

i 町村計 0 0 0 0.0

県　計 33 13 20 152.0

(2,623) (2,678) (▲55) (▲2.1)

2,466 2,481 ▲ 15 ▲ 0.6

(150) (153) (▲3) (▲1.7)

142 143 ▲0 ▲ 0.3

(2,773) (2,831) (▲58) (▲2.0) (▲1.1)

2,609 2,624 ▲15 ▲ 0.6 0.4

市　計 1,292 1,257 35 2.8

町村計 56 53 3 5.3

県　計 1,349 1,310 38 2.9 2.3

　　（錯誤額　需要9百万　　収入▲26百万）

地域経済・雇用対策費

合併算定替縮減額

小計(a+b+c+d+e)

地域の元気創造事業費

▲ 46.9

-

 　 ２　基準財政需要額、基準財政収入額ともに、錯誤措置済の数値である。

 　 ３　表示単位未満を四捨五入しているため、県計等が一致しない場合がある。 

市　計

▲ 0.1

町村計

(注) １　基準財政需要額合計欄の（ ）書きは、臨時財政対策債振替相当額（h）を含めた額である。

基準財政収入額

-

特例費計(c+d+e)

合計(f+g-h-i)

臨時財政対策債
振替相当額

-

区　　　分

基
　
準
　
財
　
政
　
需

　
要
　
額

個別算定経費
(公債費除き)

0.1

包括算定経費

▲ 5.1

人口減少等

特別対策事業費

県　計

▲ 0.3

公 債 費

-3-



ア 基準財政需要額（錯誤前） ▲１，４８０百万円（ ０．６％減）

○ 重点課題対応分（新規） ＋２，１９６百万円（皆増）

地方の喫緊の課題に対応するため、地方財政計画に計上した「重点課題対応分」に対

応し、関係費目において算定。

・包括算定経費、消防費、戸籍住民基本台帳費

（自治体情報システム構造改革推進事業）

・地域振興費（人口） （高齢者の生活支援等の地域のくらしを支える仕組みづくりの推進）

・林野水産行政費 （森林吸収源対策等の推進）

○ 算定方法の見直し

①トップランナー方式 ▲ ４１１百万円

歳出効率化に向けた業務改革で他団体のモデルとなるようなものを基準財政需要額

の算定に反映。このうち、１６業務について２８年度算定から導入し、概ね３～５年

程度かけて段階的に反映する。（トータル影響額 ▲１，２９５百万円（試算値））

地方団体の実情も踏まえ、一部の業務については、段階補正の見直しを行い、人口

３万人以下は影響額０、３万人～１０万人の市町村については、段階的に影響が少な

くなるよう設定

（対象業務）

民間委託等

・学校用務員事務（小学校、中学校、高等学校）

・道路維持補修・清掃等

・本庁舎清掃、本庁舎夜間警備、案内・受付、電話交換、公用車運転

・体育館管理、競技場管理、プール管理

庶務業務の集約化

・庶務業務（人事、給与、旅費、福利厚生等）

情報システムのクラウド化

・住民情報関連システム、税務関連システム、福祉関連システム

②国勢調査人口の置替え ▲７７７百万円

消防費や保健衛生費など、算定の基礎となる人口について、Ｈ２２国調人口からＨ

２７国調人口（ 1,196,529人→ 1,166,729人 ▲29,800人）へ置き換えたことによ

る影響 ▲３，９４７百万円

なお、人口減少団体において、急激に交付税が減額にならないよう、地域振興費（人

口）における人口急減補正の拡充や、段階補正などにより復元 ＋３，１７０百万円

○ 個別算定経費の減少 ▲ ２６９百万円（ ０．１％減）

人口急減補正の拡充などにより地域振興費(人口)の大幅な増があったものの、その他

教育費（幼稚園等の子ども）やその他土木費などの単位費用の減などにより、全体として減少とな

った。

※増減率トップ３

①地域振興費（人口） ＋１，７４４百万円（２３．２％増）

②林野水産行政費 ＋ １５７百万円（ ６．３％増）

③徴税費 ＋ １２８百万円（ ４．５％増）

 その他教育費（幼稚園等の子ども） ▲ ２１９百万円（１５．４％減）

 その他土木費 ▲ ２６５百万円（ ９．４％減）

 道路橋りょう費（延長） ▲ ２９９百万円（ ５．１％減）
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○ 包括算定経費の減少 ▲１，８７８百万円（ ５．２％減）

単位費用が減少（「人口」 ２０，１８０→ １９，０８０）したため減少となった。

○ 地域経済・雇用対策費の減少 ▲１，８２９百万円（４３．５％減）

単位費用が減少( １，４１０→ ７４０）したため減少となった。

○ 公債費の増加 ＋ ４５９百万円（ １．１％増）

・臨時財政対策債償還費 ＋１，１５５百万円（ ８．４％増）

・合併特例債償還費 ＋ ３５２百万円（ ３．５％増）

○ 臨時財政対策債振替相当額の減 ▲４，２４４百万円（２０．５％減）

○ 合併算定替縮減額の増加 ＋１，９６６百万円（１５２．０％増）

イ 基準財政収入額（錯誤前） ＋３，８２９百万円（ ２．９％増）

○ 算定方法の見直し ▲ ３４９百万円

全国の平均的な徴収率から、上位３分の１の自治体が達成している徴収率を標準的な

徴収率として、５年間かけて段階的に反映。

対象税目 （トータル影響額 ▲７６０百万円（試算値））

・市町村民税（個人均等割、所得割）

・固定資産税（土地、家屋、償却資産）

・事業所税

○ 地方消費税交付金の増加 ＋１，７８２百万円（１０．５％増）

平成２６年４月からの地方消費税の引き上げがほぼ平年度化することに伴い、増加と

なった。

○ 固定資産税の増加 ＋１，１９０百万円（ ２．４％増）

家屋、償却資産の新設等により増加となった。

○ 軽自動車税の増加 ＋ ３９４百万円（１８．８％増）

税率変更に伴い増加となった。

（例：軽四７，２００円→１０，８００円）
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〈参考〉
１ 地方交付税の概要

【性格】 本来地方の税収入とすべきであるが、団体間の財源の不均衡を調整し、すべての地
方団体が一定の水準を維持しうるよう財源を保障する見地から、国税として国が代
わって徴収し、一定の合理的な基準によって再配分する、いわば「国が地方に代わっ
て徴収する地方税」という性格を持っている。

【総額】 所得税・法人税の３３．１％､酒税の５０％、消費税の２２．３％、地方法人税の全額

【種類】 普通交付税 ＝ 交付税総額の９４％
特別交付税 ＝ 交付税総額の ６％

【普通交付税の額の決定方法】

各団体ごとの普通交付税額 ＝ （ 基準財政需要額 － 基準財政収入額 ） ＝ 財源不足額

基準財政需要額 ＝ 単位費用 × 測定単位 × 補正係数

基準財政収入額 ＝ 標準的税収入見込額 × 基準税率（75％）

基 準 財 政
需 要 額

Ａ市

留保財源

基 準 財 政
収 入 額

Ａ市 ４０億円
基準財政収入額

６０億円
２０億円

普通交付税の仕組み

基準財政需要額　　１００億円

　　　　　　１２０億円

普　 通
交付税

標準税収入 ８０億円　　

２ 合併算定替とは

合併市町村に係る普通交付税の算定方法の特例で、合併後の一定期間に限り、新市町村の状
態で算定（一本算定）した額と、旧市町村が合併しなかったと仮定した場合で算出した額の合計額
（合併算定替）とを比較して、後者が大きい場合には後者の額を普通交付税額とするもの。

B　町

《一本算定》 《合併算定替》

旧 A 市
＋

旧 B 町

合併算定替による増加額(差額を保障)
A　市

C　市 ＜合併

※合併算定替の適用期間（旧合併特例法）
合併年度及びこれに続く１０ヶ年度について差額を保障、その後５ヶ年度で段階的に縮減
なお、平成26年度から見直しが行われ縮減額の7割が復元の見込み
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平成17年度合併[４団体]（竹田市、杵築市、由布市、国東市）はH28から縮減（１割）

H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32

　　　　※このほか、上記のそれぞれの費目において、単位費用の見直しや離島への割増し等も行われている。

5割減
７割減

合併算定替えに係る普通交付税算定見直しのイメージ図

保健衛生費、社会福祉費等の見直し

  ※ 平成16年度合併［８団体］（大分市、中津市、日田市、佐伯市、臼杵市、豊後高田市、宇佐市、豊後大野市）の場合

合　 併
算定替 １割減

３割減

一　本
算　定 合計約２３４億円

（注）平成２５年度
当初算定ベースの
試算

支所経費の見直し

消防費、清掃費の見直し

合併算定替の

終了による減額

約７０億円（注）

見直しによる

一本算定の増額

約１６４億円（注）

加算額

96億円

縮減額

33億円

〇見直しにより一本算定に加算される額 単位：千円

支 所 経 費 清　掃　費
旧役場数

(現本庁除く） 一本算定に 一本算定に H28算定 一本算定に 一本算定に H28算定

加算される額 加算される額 加算額 加算される額 加算される額 加算額

(A) (B) (B)×2/3  (C)  (D) (D)×１/3

2             560,569    155,679    103,786    -             97,508      32,503      

4             878,120    172,912    115,275    28,950      161,376    53,792      

5             898,287    120,672    80,448      30,354      144,368    48,123      

8             1,488,520  264,979    176,653    41,366      276,317    92,106      

1             242,315    44,631      29,754      14,743      49,068      16,356      

3             468,812    75,045      50,030      21,071      98,259      32,753      

2             345,979    57,909      38,606      9,740        71,523      23,841      

2             367,088    53,090      35,393      13,172      73,426      24,475      

2             408,308    90,368      60,245      21,969      88,316      29,439      

6             1,017,268  180,517    120,345    27,464      211,768    70,589      

2             545,164    104,387    69,591      14,946      106,964    35,655      

3             690,812    109,590    73,060      14,525      132,192    44,064      H28加算額

40 7,911,242  1,429,779  953,186    238,300    1,511,085  503,696    9,606,424  

保　健　衛　生　費

計

豊後大野市

由布市

臼杵市

杵築市

宇佐市

竹田市

豊後高田市

国東市

大分市

市名

消　防　費

佐伯市

中津市

日田市

復元額

２４億円
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臨

財
債

＝
臨

時
財

政
対

策
債

発
行

可
能

額

臨
財

債
計

対
比

（
率

）

普
通

交
付

税
額

市
町

村
名

合
併

算
定

替
一

本
算

定
対

比
（
金

額
）

臨
財

債
合

併
算

定
替

縮
 減

 額
普

通
交

付
税

額
臨

財
債

普
通

交
付

税
額

計
臨

財
債

計
普

通
交

付
税

額
計
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単
位

費
用

影
響

額
密

度
補

正
影

響
額

計

高
齢

者
の

生
活

支
援

等
の

地
域

の
く
ら

し
を

支
え

る
仕

組
み

づ
く
り

の
推

進
地

域
振

興
費

（
人

口
）

・
高

齢
者

支
援

（
高

齢
者

交
流

、
声

か
け

・
見

守
り

、
買

物
支

援
等

）
・
集

落
の

空
き

家
調

査
、

耕
作

放
棄

地
調

査
・
移

住
者

の
定

住
支

援
（
ワ

ン
ス

ト
ッ

プ
相

談
窓

口
等

）
　

等
3
6
3

8
6
4

1
,2

2
7

森
林

吸
収

源
対

策
等

の
推

進
林

野
水

産
行

政
費

・
林

地
台

帳
の

整
備

の
推

進
・
森

林
所

有
者

の
確

定
、

境
界

の
明

確
化

・
林

業
の

担
い

手
対

策
・
施

業
の

集
約

化
の

促
進

・
地

球
温

暖
化

対
策

暫
定

事
業

費

1
4
7

1
4
7

2
,1

9
6

※
高

齢
者

の
生

活
支

援
等

に
つ

い
て

は
、

単
位

費
用

に
加

え
て

、
人

口
密

度
に

応
じ

た
密

度
補

正
も

措
置

合
計

8
2
2

内
　

　
容

・
コ

ス
ト

構
造

改
革

（
自

治
体

ク
ラ

ウ
ド

の
推

進
）

・
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
構

造
改

革
・
IC

T
の

利
用

に
よ

る
住

民
サ

ー
ビ

ス
の

向
上

・
マ

イ
ナ

ン
バ

ー
運

用
経

費
・
地

方
公

会
計

シ
ス

テ
ム

の
整

備
・
消

防
救

急
無

線
の

デ
ジ

タ
ル

化

消
防

費
戸

籍
住

民
基

本
台

帳
費

包
括

算
定

経
費

重
点

課
題

対
応

分
の

影
響

額
に

つ
い

て
（
県

内
市

町
村

分
）

項
　

　
目

自
治

体
情

報
シ

ス
テ

ム
構

造
改

革
推

進
事

業

算
定

項
目

（
測

定
単

位
項

目
）

Ｈ
２

８
影

響
額

（
百

万
円

）

8
2
2

〇
地

方
の

重
点

課
題

で
あ

る
高

齢
者

支
援

や
自

治
体

情
報

シ
ス

テ
ム

改
革

等
に

取
り

組
む

た
め

に
必

要
な

経
費

と
し

て
、

地
方

財
政

計
画

に
計

上
し

た
「
重

点
課

題
対

応
分

」
（全

国
2,

50
0

億
円

）
に

対
応

す
る

た
め

、
普

通
交

付
税

に
お

い
て

下
記

の
項

目
に

つ
い

て
算

定
す

る
こ

と
と

し
て

い
る

。
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